
広 第36号   平成22年 11月 20日

発 行   御所野連合町内会
責任者   京 野  進

印刷所   (有)暁 印昴J

連
合
町
内
会
活
動
報
告

△〓　
長
　
一泉
野
　
　
進

平
成
２２
年
５
月
に
新
体
制
で
活
動
を
始

め
て
か
ら
も
う
年
度
の
半
分
が
過
ぎ
ま
し

た
。上
半
期

の
連
合
町
内
会
最
大

の
行
事

「御
所
野
夏
ま
つ
り
」
は
、
住
民
の
皆
様

の
ご
支
援
を
受
け
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
た
こ
と
を
、
篤
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

下
半
期
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

１０
月
、
御
所
野
地
区
ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ

ー
ン
活
動

（イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋
田
主
催
）

に
７５
名
の
住
民
が
参
加
し
、
約
１
時
間
地

区
内
道
路
等

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

ロ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル

（鍵
か
け
の
励

行
を
呼
び
か
け
、
施
錠
率
の
向
上
に
よ
り

犯
罪
の
防
止
を
図
る
こ
と
が
目
的
）
が
秋

田
市
東
防
犯
協
会
等
の
主
催
で
、
下
提
地

内
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
会
長
が

「鍵
か

け
防
犯
の
町
」
を
宣
言
。

現
在
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
活
動
は
、

「災
害
時
の
情
報
連
絡
体
制
と
自
助
、
共

助
に
つ
い
て
」

「地
域
要
望
に
つ
い
て
」

の
２
課
題
を
検
討
中
で
す
。
ま
た
連
合
町

内
会

・
地
区
社
協

・
民
児
協
の
連
携

（社

協
主
管
）
で
、

「安
心
キ
ッ
ト

（救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
）
」
の
展
開
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「も
し
も

・
・
」
に
備
え
て

「安
心
キ
ッ
ト
」
を

「安
心
キ
ッ
ト
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
高
齢
者
や

一
人
暮
ら
し
の
方
が
、
突

然
具
合
が
悪
く
な
り
倒
れ
た
ら
大
変
な
こ

と
で
す
。
そ
の

「も
し
も
」
の
時
に
大
き

な
力
に
な
る
す
ぐ
れ
物
が

「安
心
キ

ッ

ト
」

（救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
）
で
す
。

キ
ッ
ト
は
直
径
６

ｍ
、
高
さ
約
２‐
ｃｍ
の

円
筒
形
の
保
管
容
器
と
中
に
入
れ
る

「安

心
カ
ー
ド
」
、
そ
の
所
在
を
示
す
２
枚
の

ス
テ
ッ
カ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「安
心
カ
ー
ド
」
は
、
名
前
や
生
年
月

日
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
名
や
健
康
保
険

番
号
な
ど
の
医
療
情
報
、
家
族
や
親
類
な

ど
の
緊
急
連
絡
先
を
記
入
し
、
緊
急
時
に

本
人
が
会
話
で
き
な
い
状
態
で
も
救
急
活

動
が
迅
速
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

こ
の

「安
心
キ
ッ
ト
」
の
配
布
の
対
象

者
は
、

①
７５
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し

②
８０
歳
以
上
の
方
だ
け
の
世
帯

③
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方
で

す
。今

後
御
所
野
で
は
、
こ
の

一‐安
心
キ
ッ

ト
」
を
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
連
合
町

内
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
三
者
が

連
携
し
て
、
地
区
内
の
希
望
を
と
り
無
料

配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地
区
社
協
　
〈
〓
長
　
川
村
　
記

弥
生

っ
こ
村
ま
つ
り
に

参
加
し
て

副
会
長

相
澤
　
一暑
夫

１０
月
９
日

（土
）
御
所
野
地
蔵
田
遺
跡

で
第
六
回
弥
生

っ
こ
村
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
生
憎
の
お
天
気
で
し
た
が
、

大
勢
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
田
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
、
弥

生

っ
こ
村
民
会
、
小
阿
地

・
末
戸
松
本
町

内
会
、
御
所
野
連
合
町
内
会
、
Ｊ
Ａ
新
あ

き
た
四
ツ
小
屋
支
部

の
皆
さ
ん
方
に
よ

り
、
楽
し
い
企
画
が

一
杯
。
弥
生
人
に
扮

す
る
鈴
木
弥
生

っ
こ
村
長
さ
ん
に
よ
る
儀

式
を
は
じ
め
、
大
型
火
起
こ
し
を
五
人
掛

り
で
軸
棒
を
回
転
さ
せ
摩
擦
熱
で
火
を
点

火
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
餅
つ
き
、
勾
玉

作
り
、
ア
ケ
ビ
細
工
、
遺
跡
案
内
や
土
器

展
示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
出
店
。
古

代
米
の
お
餅
で
つ
く
っ
た
美
味
し
い
雑
煮

も
振
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

連
合
町
内
会
か
ら
は
実
行
委
員
と
し
て

四
名
が
参
加
し
、
玉
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
や

ポ

ツ
プ
コ
ー
ン
作
り
を
お
手
伝
い
。
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
蔵
田
遺
跡
は
、
昭
和
６０
年
に
発
掘
調

査
さ
れ
た
旧
石
器
、
縄
文
、
弥
生
時
代
の

複
合
遺
跡
で
す
。
木
柵
で
囲
ま
れ
た
弥
生

時
代
前
期
の
集
落
跡
が
日
本
で
初
め
て
発

見
さ
れ
、
平
成
８
年
に
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

弥生っこ村長さんによる儀式大型火おこし。摩擦熱で点火させます。



野所御

「
ア

ツ
プ

ル

・
オ
ブ

ｏ

マ
イ

・
ア
イ
」

元
町
二
丁
目
町
内
会

会
長
　
原
田
　
吉
清

古
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説
で
は
、

リ
ン
ゴ
は
ハ
シ
バ
ミ
や
オ
ー
ク
と
共

に
魔
法
の
果
実

・
神
木
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
愛
と
恋
の
成

就
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。ケ
ル
ト
文
学
を
愛
す
る
私
は
、
か

ね
て
か
ら
広
い
丘
陵
に
リ
ン
ゴ
の
樹

が
繁
茂
し
、
赤
い
実
を
つ
け
た
光
景

を
心
に
描
き
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
初

め
て
こ
の
光
景
に
接
し
た
の
は

一
九

七
〇
年
秋
、
仙
台
に
赴
任
し
た
時
で

し
た
。
津
軽
の
た
わ
わ
に
実

っ
た
り

ン
ゴ
の
果
実
の
海
を
見
た
と
き
の
感

動
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ケ
ル
ト
の
英
雄
ア
ー
サ
ー
王
が
戦

に
敗
れ
傷

つ
い
て
湖
畔
に
た
ど
り
つ

い
た
時
、
妖
精
の
国
の
女
王
マ
リ
ー

ン
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
、
共
に
愛
と

不
老
不
死
の
島
、
リ
ン
ゴ
が
繁
茂
す

る
ト
ー
ル
の
丘
に
渡
り
、
永
久
の
命

を
保

っ
た
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
リ
ン
ゴ
の

木
片
を
お
守
り
と
し
て
身
に
つ
け
る

と
、
想
い
を
寄
せ
る
人
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も

「ア
ッ
プ
ル

・
オ
ブ

・
マ
イ

・
ア

イ
」
の
恋
の
慣
用
句
を
ご
存
知
の
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
就
任
に
当
た
っ
て

元
町
七
丁
目
町
内
会

会
長
　
小
林

　
一
〓
一

五
代
目
会
長
と
し
て
大
役
を
仰
せ

付
け
ら
れ
、
皆
様
の
ご
協
力
が
得
ら

れ
れ
ば
と
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

町
内
会
も
設
立
十
七
年
目
を
迎

え
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
数
も
増

え
、　
一
方
、
小
学
校
児
童
は
五
〇
人

弱
と
減
少
し
て
い
る
町
内
に
活
力
を

保
ち
、
い
つ
も
明
る
い
笑
い
声
が
聞

こ
え
る
町
と
、
緑
あ
ふ
れ
る
住
み
よ

い
町

へ
の
環
境
維
持
体
制
を
い
か
に

し
て
作
り
上
げ
て
い
く
か
な
ど
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
克
服
に
向
け
、
皆

様
か
ら
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ

き
、　
一
人
ひ
と
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
よ
り
充
実
し

た

「輪
と
和
」
を
作
り
上
げ
て
行
く

た
め
、
今
後
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

暇
人
の
趣
味

「読
書
と
温
泉
巡
り
」

地
蔵
田
二
丁
目
町
内
会

会
長
　
一呂
橋
　
信
男

定
年
退
職
後
、
暇
潰
し
に
始
め
た

読
書
と
温
泉
巡
り
、
飽
き
ず
に
続
い

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
趣
味
と
言

え
る
の
で
は
。
ノ
ル
マ
も
な
く
、
の

ん
び
り
と
楽
し
く
、
解
放
さ
れ
た
気

分
に
な
り
、
夢
中
で
読
み
漁
り
通
っ

た
結
果
、
読
書
二
〇
八
冊
と
温
泉
入

浴

一
三
四
日
の
年
も
あ

っ
た
。
現
在

は
仕
事
の
都
合
で
大
分
機
会
が
減

っ

た
。理
想
は
小
原
庄
助
さ
ん
で
す
が
、

懐
が
許
さ
ず
。
買
う
本
は
文
庫
本
の

み
、
そ
れ
以
外
は
図
書
館
で
調
達
。

温
泉
は
日
帰
り
に
て
道
楽
防
止
。
文

庫
本
を
も
っ
て
温
泉

へ
、
湯
上
り
に

広
間
で
読
む
。
実
に
楽
し
い
、
う
き

う
き
す
る
。
読
書
は
乱
読
だ
が
、
何

か
が
得
ら
れ
た
と
自
己
満
足
し
て
い

２つ
。最
後
に
、
珍
し
い
温
泉

（モ
ー
ル

泉
）
を
紹
介
し
ま
す
。

色
は
コ
ー
ヒ
ー
色
で
、
す
べ
す
べ

の
肌
感
。
臭
い
は
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ

ー
の
香
ば
し
さ
、
癖
に
な
る
温
泉
で

す
。
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
の

展
望
湯
で
す
。
も
っ
と
濃
い
の
が
お

望
み
の
方
は
東
北
温
泉

（青
森
県
）

へ
ど
う
ぞ
。

新
米

「町
内
会
長
」
独
自

地
蔵
田
四
丁
目
北
町
内
会

会
長
　
後
藤
　
欣
二

五
〇
年
ぶ
り
に
秋
田
に
帰

っ
て
御

所
野
に
住
み
つ
き
、
始
め
た
こ
と
は

「地
蔵
田
遺
跡
復
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
の
参
画
」
と

「ま
ち
づ
く
り
協
力

会
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」
そ
し

て

「卓
球
を
通
し
た
児
童
室

へ
の
若

干
の
手
伝
い
」
な
ど
で
し
た
。

そ
れ
以
来
七
年
余
り
、
今
年
は
間

違
い
な
く
敬
老
会
の
仲
間
入
り
で
す

が
、
療
養
の
た
め
勇
退
さ
れ
た
毛
利

前
会
長
の
後
任
と
し
て
よ
も
や
の
新

米
町
内
会
長
に
な
り
、
残
任
期
間
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
蔵
田
四
丁
目
北
町
内
会
は
、
小

学
校
児
童
数
五
十
四
名
が
示
す
よ
う

に
若
い
現
役
世
代
の
多
い
町
で
す
。

し
か
し
、
引
き
受
け
た
以
上
は
ま
ず

後
継
者
を
早
く
見
つ
け
る
こ
と
、
地

域
諸
団
体
と
の
連
携
を
心
掛
け
、
先

人
の
敷
い
て
く
れ
た
レ
ー
ル
を
着
実

に
踏
襲
す
る
こ
と
、
な
ど
が
肝
要
か

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
は
私
事
に
わ
た
り
ま
す
が
、

縁
あ
っ
て
昨
年
御
所
野
に
墓
所
を
求

め
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
こ
の
町
を

「終
の
住
処
」
と
す
る
気
持
ち
が
ま

す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
交
誼
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆

御
所
野
豆
知
識

☆

御
所
野
に
残
る羽
州
街
道

京
野
　
　
進

徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
開
設
以

来
、
交
通
路
は
す
べ
て
江
戸
を
中
心

に
作
ら
れ
、
主
要
道
路
は
、
東
海

道

。
中
山
道

・
甲
州
街
道

。
日
光
街

道

・
奥
羽
街
道
の
五
街
道
で
、
そ
の

他
の
街
道
は
脇
街
道

・
脇
往
還
と
さ

れ
た
。
羽
州
街
道
は
、
仙
台
領
の
福
島
県

桑
折
で
奥
羽
街
道
と
分
か
れ
、
津
軽

領

（青
森
市
油
川
）
に
至
る
脇
街
道

の
位
置
づ
け
で
あ

っ
た
。

桑
折
か
ら
始
ま

っ
た
羽
州
街
道

は
、
新
庄
藩
か
ら
院
内
杉
峠

（雄
勝

峠
）
を
越
え
て
秋

田
領
内
に
入

っ

た
。
そ
こ
か
ら
は
横
堀
、
湯
沢
、
横

手
と
国
道
１３
号
線
と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー

ト
で
あ

っ
た
が
、
秋
田
入
り
直
前
の

和
田
で
ル
ー
ト
を
西
に
変
え
、
豊
成

橋

（岩
見
川
）
を
渡
り
、
御
所
野
地

内
に
進
ん
だ
。
変
電
所
前
に
は
、
往

時
を
偲
ぶ
松
並
木
が
散
見
さ
れ
る
。

さ
ら
に
進
ん
だ
御
所
野
元
町
四
丁
目

の
八
幡
山
神
社
前
の
佐
々
木
氏
宅
地

内
に
は

「庚
申
塔
」
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
横
山
で
再
び
国
道

‐３
号
線
と
合
流
す
る
。

羽
州
街
道
は
佐
竹
の
殿
様
の
参
勤

交
代
の
道
路
で
あ
り
、
佐
竹
氏
の
二

百
六
十
数
年
に
及
ぶ
領
内
統
治
の
中

で
、
秋
田
藩
の
大
動
脈
と
し
て
幾
多

の
変
遷
を
遂
げ
な
が
ら
、
国
道
１３
号

線
の
原
形
と
な
り
今
日
に
至

っ
て
い

る
。御

所
野
夏
ま
つ
り
の
御
礼

８
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
御
所
野

夏
ま
つ
り
は
、
多
く
の
住
民
の
参
加

を
得
て
、
滞
り
な
く
盛
大
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
地
域
の
絆
が

一
層
強
ま
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

協
賛
い
た
だ
い
た
各
企
業
様
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
、

実
行
委
員
及
び
当
日
要
員
の
方
々
、

皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。


